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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
茨城県那珂市にあります、救護施設ナザレ園施設長の佐々木と申します。今回は「開放・循環型セーフティネット施設」を目指して、と題して当施設の取り組みをご紹介いたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本題に入ります。表題にあげました「開放・循環型セーフティネット施設」というコンセプトは、中央大学の宮本太郎教授が研修会でおっしゃっていたものが私の中で強烈にのこっておりまして、ナザレ園がめざすべきところはこれだ！といつも考えているものです。具体的には、救護施設の循環型支援機能を、施設入所者だけに限定せず、広く地域に開放していくこと、です。地域で孤立している方、困りごとを抱えているが誰にも相談できずにいる方、働きたいのに働きづらさを抱えている方、などに救護施設の機能を開放してアウトリーチしていく、これがこれからの救護施設に求められていると思っています。救護施設の枠を取っ払って、施設機能を地域まで開放するイメージです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
開放・循環型セーフティネット施設を目指すうえでのポイントをいくつか挙げてみます。一つ目は、支援の専門性を高め、支援を見える化すること。２つ目は、日中活動を充実させること、３つ目は地域課題に取り組むこと、だと思っています。それがこれからの救護施設に求められる役割だと思います。



e 6 4 R XL oS
SRS A= Db AT [IXYInT DRGEERRES M
J Y
/,— FEIENN ) —\\ /,—-HawamA-—\\ //— SAIENN —\\
KBS = RE RIBIE iar N =22
- HEE
BRI RND S L TR o
REHISE BRIRES
SERERD « BEMIEE S —
= —_ > ~ =) P)Dj—)bfﬁﬁ =08 =
I=A=T-Ya Re o SMaEE GBI
\ e / HERRYE HvV
. me
/ IN—IF T 1 EHN \ 5 /
=R - =yaRYAN W, ~\
RN B IROZEE (R HEL PEUDERRERE
BoZ RIRE  OICEONB  HSP  CEbhOAREL



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
大げさな表現かもしれませんが、救護施設は日本の福祉課題の最先端に向き合っている施設であると言えます。実際、救護施設の入所者入所者像は多様化してきております。こちらに挙げた例は一部かもしれません。これらの生きづらさや生活課題に対応するのが救護施設です。


HEDSE ZIHE T DIEHDRREZD,
EDOR S S5E (1K) FEATL

|~
o

EEETFIE ( \

| |

: : | EALEL,

A s IQEF SRADE | TRALSRE
2 — L | ZoogkR |

| PXEBEOKHE |

| EOFF@ER |

] JF—=ILITE L, :

ENEE ! |

TIEONERE fEEZIEX D i E

BT ED

GEFSHEEEE) BIGITENDFHA R —J)L  vineland- I BISTHRE AL



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
いわゆるいきづらさを評価するための視点と尺度は様々あります。
しかし、これらの尺度は、年齢別や障害別となっております。
そこで注目したのが、適応行動という視点です。この視点を使えば、障がいや年齢等に関わらず横断的・統一的に評価できるのではないかと考えました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私自身、救護施設での支援に携わる中でずっと考えていたことは、救護施設の専門性とは何か、ということです。その一つの答えが「適応行動」という視点です。
救護施設の仕事は利用者の適応行動に働きかけることだ、ということが現在の結論です。
私たちの仕事は決して利用者をコントロールすることではないということです。
適応行動という視点で救護施設ナザレ園の利用者支援の方法や内容を見直すこと、これが支援の専門性を高めることにつながると確信しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
適応行動とは、私たちが日常生活や社会生活を送る上でそれぞれとっている行動、ということが出来ます。
食事や身だしなみのこと、掃除やお金の管理のこと、仕事や友人関係のこと、社会的スキルに関すること、などです。
日本において適応行動を計る標準的なツールとして、Vineland-Ⅱ適応行動尺度があります。これは何年か前の厚労省の研究事業において、中京大学の辻井教授が中心となって、無低と救護施設の入所者像を適応行動によって比較分析するために用いたもので、全救協の研修会で知りました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このvineland-Ⅱ適応行動尺度を使って利用者をアセスメントしました。居宅生活訓者です。予想通り、適応行動の向上が見られました。支援の内容効果によって適応行動が変わることが分かりました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
適応行動に着目したアセスメントと支援の有効性は確認できましたが、ナザレ園においては、Vinelandを直接用いるのではなく、ナザレ園の実情に合わせて、簡易的に適応行動を計り、それに基づいた支援が出来るツールを開発しています。これはそのイメージです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは現段階でのアセスメントです。現在は３９のアセスメント項目に絞っています。３９の項目それぞれを４段階評価できるよう、その基準の文章作りを行っています。将来的な目標は、これを用いて、入所初期段階での適応行動をアセスメントすること、そして福祉事務所のケースワーク機能の一翼を担えるようにすることです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
適応行動のアセスメントとそれに基づいた支援プログラムを作り上げる経過において重要視していることは、現在の支援内容を見直すことと見える化することです。適応行動という視点で、現在のナザレ園の業務と支援内容を振り返り、支援できていないところはどこか、支援がなければ新たな支援内容を作り出すことです。それは、救護施設職員が本来やるべき仕事という視点で業務を再構築することに繋がり、言語化、見える化するが出来ると考えるからです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上のように、適応行動視点での支援強化を図り専門性を高めると同時に、社会福祉法人の強みを活かした地域課題の取り組みも行っています。特に救護施設の強みは、「住まい」「食事」「相談」「就労支援」機能があらかじめ備わっていることだと思います。それをさらに地域に開放していくのです。大きな柱は、「総合相談窓口である、生活サポート事業」と「誰もが安心して働ける場としてのユニバーサル就労支援事業」です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
生活サポート事業は、救護施設が窓口となっており、さまざまな相談を受けています。法人内各事業所の社会福祉士を中心に
名ほどがコミュニティソーシャルワーカとして配置され、何かあれば動ける体制を作っています。
例えば、電話相談を受けた場合は、適切な支援機関につなげたり、必要であればいわゆるごみ屋敷の片づけを行ったり、ホームレス状態の方からのメールの相談により一時的に支援をしたり、生活困窮者の入院時に日用品やオムツ等の提供をしたり、この窓口を通して中間的な就労の場を提供するなど、さまざまな事例があります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
安心して働ける場の提供としてユニバーサル就労支援事業所があります。生活困窮者就労訓練事業として認定を受け定20名で行っています。主な就労内容は、施設内の清掃、除草、介護補助、調理補助、農作業、洗濯業務等です。現在まで29名の相談を受け、実際に事業を利用した方が23名、残念ながら利用を途中で終了した方が9名、一般就労に繋がった方が2名、現在訓練中の方が11名で、うち5名が雇用型となっています。




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらが就労の内容の一部です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、今年度から行う、行政や地域との連携による事業を紹介します。那珂市の花であるひまわりの種からひまわり油を製造販売する事業です。これは、那珂市と那珂市商工会議所からナザレ園に依頼があり始めるものです。救護施設入所者だけではなく、ユニバーサル就労利用者や障がい者就労利用者、地域のご家庭の方や小中学校の生徒さんなどを巻き込んで、ひまわりの栽培から収穫、搾油から製品化までを協働で行うものです。那珂市のブランドを高めると同時に、ナザレ園ブランドのひまわり油を作ったり、将来的にはひまわり油でのバイオ燃料の製造と農機具の運用が夢です。来年度は本格的に事業所を設置するため、クラウドファンディングによる資金調達も実施する予定です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まとめです。これまでも、そしてこれからも救護施設に求められる役割を果たすためのキーワードは、専門性の向上、支援の見える化、日中活動の充実、地域課題への取り組みだと思います。ナザレ園としては、利用者の適応行動に焦点を当てた支援を充実させること、そのうえで入所型施設の強みを活かすこと、が必要だと考えています。それが、地域共生社会にむけた救護施設の役割だからです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この写真はナザレ園のひまわり畑です。１２月ごろには収穫された種からひまわり油が出来るのをとても楽しみにしています。
以上で発表を終わります。最後までお聞きいただきありがとうございました。
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